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は　　じ　　め　　に

蒸煮白樺飼料はTDN含量が高いが，蛋白質やミネラル，

脂溶性ビタミンを含まない特殊な飼料である4）。肥育牛に

おける本飼料の消化吸収，養分の利用に関する研究は緒に

っいたところである3）。本報告は筋肉重量と高い相関のあ

る1）肢骨の発達について，蒸煮白樺飼料の長期給与による

影響並びに肉用牛の品種間の差異を検討した。

試　験　方　法

1．供式年及び飼養法

供試牛として黒毛和種11頑及び日本短角種12頑の去勢雄

牛を用いた。黒毛和種は蒸煮白樺飼料の給与水準によって

100％区（4頑），50％区（3頑）及び0％区（4頑）に

分けた。すなわち各区ともに濃厚飼料及び粗飼料を日本飼

養標準（1975年版，DGO．8匂）に準じて制限給与とし，

粗飼料は100％区ではすべて蒸煮白樺飼料で，50％区では

蒸煮白樺飼料及び牧乾草を等量ずつ，0％区では牧乾草の

みを給与した。一方，日本短角種は木材飼料区，中間区及

びサイレージ区に4頑ずつ分け，各区ともに濃厚飼料は制

限給与し，粗飼料は飽食とした。粗飼料は，木材飼料区で

は兼煮白樺飼料のみで，サイレージ区ではコーンサイレージ

及びグラスサイレージで，また中間区では兼煮白樺飼料及

びサイレージ顎を木材飼料区とサイレージ区の給与量の半

量ずつ給与した。なお粗蛋白質，必須ミネラル及び脂溶性

ビタミンは不足のないようにそれぞれ補給した。仕上げ体重

は黒毛和種平均630句及び日本短角藤平均640句であった。

と殺解体した供式年の日齢及び飼養条件は表1に示した。

義l　供式年のと殺時日齢及び飼養条件

項 目 と殺 時 日齢 仕上 げ体 重 飼 養 期間 の

品種 旧 ） （切 D G　 仲 ）

黒 毛 和 種
784．0土7．7 6 3 1．0 ±46．6 0．75士 0．07

（77 3－ 796 ） （55 7．0 ～7 00．0 ） （0．64－ 0．88 ）

日本 短 角種
744．0 土24．3 6 4 2．0 ±23．2 0．＄2士0．07

（70 9 － 79 1 ） （62 6．0 ～7 0 6．0） （0．72－ 0．98 ）

注．（最小値一最大値）

2．肢骨の調査部位及び測定方法

枝肉左半丸から上腕骨，前腕骨，大腿骨及び下腿骨の4

種の肢骨を採取し，福原ら2）の方法により長さは図1に示

す矢印の間を．周囲長は骨体の最も細い部分をそれぞれ測

定した。

簡
肘
盟
㈲

∩
Ⅳ
皿
皿
u

田
肘
川
川
川
口

前腕骨　　　　大腿骨
（外側）　　（前面）

匡‖　肢骨の測定部位

簡
皿
W
川
川
川
愚

結果　及　び　考　察

試験処理区問での各肢骨の長さ及び周囲長の差異につい

ては，黒毛和種の前腕骨において100％区26．0士0．cm，

50％区25．2士0．7cm，0％区26．6士0．cmとなり，0％区

の値が50％区のそれより5％水準で有意に長かったが，100

％区と他の2区との間に有意差はなかった。また，他の肢

骨の測定値には試験処理区間で有意差がみられなかった。

更に日本短角種の肢骨測定値にはすべて試験処理区間で有

意差がなかった。このことから素意白樺飼料の給与水準が

肥育牛の肢骨発育に及ぼす影響はほとんどないものと思わ

れる。

黒毛和種と日本短角種の肢骨測定値及び体型測定値は表

2に示した。肢骨の長さは両品種間にすべて有意な差があ

り，特に後肢骨の大腿骨及び下腿骨には高い水準で有意差

がみられた。総じて黒毛和種の肢骨長は日本短角種のそれ

より長く．このことが両品種の休高及び十字郡高測定値の

差異にも反映しており，日本短角種の体高及び十字部高の

発育は黒毛和種のそれよりも低いとする既報を裏付る結果

となった。一方，周囲長は上腕骨を除く3種の肢骨で日本

短角種の値が黒毛和種のそれより若干大きな傾向にあった

が，有意差はなかった。
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表2　肢骨測定値及び体型測定値

項 目　　　 品 種 黒 毛 和 種 日 太 短 角 種

上 腕骨

長　 さ 19．6士0．5 ＊ 19．0 ±0 6
払 ） （18．7～20．5 ） （18 ．2 －20．0 ）

周 囲長 14．7 士0．6 14．5 ±0．3
（用） （13．5－ 15．3 ） （14．1 ～15．3 ）

前 腕骨

長　 さ 26．0 土0．8 ＊ 25．4 士0．4
k m） （24．6 ～26．9 ） （24．4 －25．9 ）

周 囲長 15．2 士1．0 15．6 士0．6
（用） （14．0 －17．0 ） （14．8 ～ 16．7 ）

大 腿 骨

長　 さ 27．1±0．6 擁 25．4 ±0．7
h ） （25．7 ～27．8 ） （24．3 ～26．4 ）

周 囲 長 13．8 士0．8 14．1 士0．3
k m） （12．8 ～ 15．5 ） （13．7 －14．8 ）

下 腿骨

長　 さ 29．7 土0．6 ＊＊ 27．8 土0．5
（印） （28 ．9 －30．5 ） （27．0－ 28 ．5 ）

周 囲長 13 ．3 士0．6 13．6士0．3
巾 や （12 ．5 －14．0 ） （13．1～ 14．3 ）

体　　　 高 136．2 土1．5 日 132．1± 1．8
払 ） （134．4 － 138．2 ） （129．8 －135．8 ）

十 字 部 高 138．1 土2．1 ＊ 134．3 ±2．3
（印） （134．8 － 142．0 ） （130．6 ～138．4 ）

注．（最少値～最大値）
＊：Pく0．05，榊：P〈0．01

次に各肢骨の測定値と，と殺時日齢，仕上げ体重及び飼

養期間のDGとの間で単相関係数を求めた。肢骨の周囲長

と仕上げ体重との間には日本短角種の前腕骨を除く，3種

の肢骨で有意な正の相関係数が得られた。すなわち，黒毛

和種では上腕骨，前腕骨，大腿骨及び下腿骨でそれぞれ

0．785＊＊，0．771榊，0・725＊＊，　0．750■事であり，

日本短角種では同順に，0．657擁，0．197，0．668軸

0．883…であった（＊；P＜0．05，寧・；P＜0．01）。

また黒毛和種の肢骨の周囲長と飼養期間のDGとの間にも

すべての肢骨で有意な単相関係数（上腕骨r＝0．639書，

前腕骨r＝0．650＊＊，大腿骨r＝0．753H，下腿骨r＝

0．721蜘）が得られた。一方，日本短角種の肢骨の周囲

長と飼養期間のDGとの間には下腿骨のみに1％水準で有

意な単相関係数（r＝0．778）があった。しかし，肢骨の

周囲長を従属変数とし，と殺時日齢．仕上げ体重及び飼養

期間のDGを独立変数とした重回帰において．黒毛和種の

仕上げ体重のみに有意な正の偏相関係数（上腕骨・0．650＊．

前腕骨・0．746轟，大腿骨・0．508，下腿骨0．289）が前

肢骨で得られた。このように仕上げ体重が大きくなると前

肢骨の周困長が大きくなることは興味あることで，今後，

発育段階ごとに肢骨の成長量と関連する諸要因について検

討を深める必要があろう。

ま　　　と　　　め

1．煮煮白樺飼料の給与水準が肥育牛の肢骨発育に及ぼ

す影響はほとんどなかった。

2．はぼ同月齢，同体垂の黒毛和種と日本短角種との間

で肢骨長に有意差があり，黒毛和種の値が日本短角種のそ

れよりも大きく．体高及び十字部高の測定値の差異にも反

映していた。

3．黒毛和種及び日本短角種肥育牛の肢骨周囲長と仕上

げ体重との間に有意な正の単相関係数がみられた。
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